
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 日     
2 月 休館日 休館日
3 火 休館日
4 水 　　　　
5 木

6 金

7 土

8 日 　　　
9 月 休館日 休館日
10 火 休館日
11 水

12 木

13 金

14 土

15 日 　　　　　　　 　　　
16 月 休館日 休館日
17 火 休館日
18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 休館日 休館日
24 火 休館日
25 水 　　　　
26 木

27 金

28 土

29 日 　　　 

30 月 休館日 休館日

ドラマ・映画の原作本 おいしい小説めしあがれ 本のある風景

館内整理日
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中央図書館☎３３－１０４０ 犀川図書館☎４２－３３３０ 勝山図書館☎３２－３４５５

＊要予約
（電話可）

◆みやこ町読書週間関連事業◆

本を読んで感想リレー

感想を書いて、本にはさんで

置いてください。はなしの結

末や、個人情報(名前・住所な

ど）は、書かないようにしま

しょう。

★本をおすすめしたい人

・本のタイトル

・感想やおすすめポイント

を書いてください。

★おすすめ本を読んだ人

次のふきだしに感想を

つなげてください。

【
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ー
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★
一
冊
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本
を
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交
流
を
楽
し
み
ま
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ん
か
？
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え
て
く
だ
さ
い
。



～小説～ ～その他～ 

『バケモンの涙』歌川 たいじ(著) 光文社 (2020) 

      何不自由ない旧家のお嬢様として育っ

たトシ子。戦争中に小学校の先生として

働くが、栄養失調で命を落とす子どもを

みて、何とかせねば、と思い続ける。昔

みたポン菓子の機械なら、少ない燃料で

沢山の食糧を得られるはず。トシ子は、

北九州戸畑でポン菓子の機械を造るこ

とを決意するが…。[和] 

『ミステリ国の人々』 有栖川有栖（著） 

    日本経済新聞出版社（2017） 
   
   古今東西の誰もが知る名探偵 

から意外な脇役まで、推理小説の 

登場人物を紹介するミステリガイ 

ドブック。著者がいかにミステリ 

好きかを感じられる 1 冊です。きっと読んでみ

たいミステリ作品が見つかります！ [しっぽ] 

 

■『世界を変えた 100 のスピーチ上・下』 コリ

ン・ソルター(著) 原書房 ■『いまはそれアウト

です！』 菊間千乃(著) アスコム ■『薬のギモ

ン早わかり帖』 藤井義晴(著) 主婦の友社 ■

『免疫力 UP のすごい納豆レシピ』 葛恵子(著) 

白澤卓二(監修) エムディエヌコーポレーション 

■『「繊細さん」の知恵袋』 武田友紀(著) マガジ

ンハウス ■『料理家村上祥子式 78 歳のひとり

暮らし』 村上祥子(著) 集英社 ■『日本製』 三

浦春馬(著) ワニブックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

新 着 資 料 案 内 
図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『美容がメンタルが 9 割』CeCe(著) 

          ＫＡＤＯＫＡＷＡ（2020） 

         「写真が一枚もないメイク本」

です。パリコレモデルや有名人

のメイクを担当してきた著者

が、「きれいになる」をメンタ

ルな面を切り口にした一冊。 

[凛]  

『ありえないほどうるさいオルゴール店』 

            滝羽 麻子(著) 幻冬舎(2018) 

      耳利きの風変わりな店主が、心の中に

流れている曲を聴きとって、オルゴール

にしてくれる不思議なお店。タイトルと

内容が結びつかなかったが、読み終える

と謎が解決。自分だけのオルゴール聴い

てみたくないですか？ ［はりねずみ］ 

 

『濱地健三郎の霊なる事件簿』 

有栖川 有栖（著）KADOKAWA（2017） 

 

『段ボールはたからもの』島津 冬樹（著） 

         柏書房（2019） 

         著者は世界中の段ボールを収

集。そして作品を生み出す。

国により段ボールの価値観が

異なるため、持ち帰れないこ

ともある。段ボールの写真が

楽しめる 1 冊。[台] 

■『三度目の恋』 川上弘美(著) 中央公論新社 ■『私

が結婚をしない本当の理由』 志駕晃(著) 中央公論社 

■『汚れた手をそこで拭かない』 芦沢央(著) 文藝春

秋 ■『風よあらしよ』 村山由佳(著) 集英社 ■『英

国ロックダウン 100 日日記』 入江敦彦(著) 本の雑誌

社 ■『隣はシリアルキラー』 中山七里(著) 集英社 

■『始まりの木』 夏川草介(著) 小学館  ■『自転し

ながら公転する』 山本文緒(著) 新潮社 ■『絵こと

ば又兵衛』谷津矢車(著) 文藝春秋 ■『デリバリール

ーム』 西尾維新(著) 講談社 ■『わたしが消える』 

佐野広実(著) 講談社 

 

 

ホラー作家の妻や不審死を遂げた女

の父親からの相談。依頼者の近所にあ

る不気味な家の調査･･･。濱地探偵事

務所に持ち込まれる様々な依頼を、鋭

い推理力と霊を視る力で探偵が解き明

かす連作短編集。    ［Ｍａ］ 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784046048813

